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検
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す
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古
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来
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源
寺
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一

び
二
一
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ど
道
斜
切
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す
る
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立
て
る
な
ど
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す
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る
こ
と
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n
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域
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に
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で
.
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主
に
な
っ
た
び
ん
は
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中
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と
し
て
ボ
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i
ル

、
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チ
=
9
よ
う
な
三
域
に
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体
に
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深
〈
埋
め
.
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捨
て
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ノ
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メ
タ
シ
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ト

ヲ
ク
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ら
な
い
よ
う
に
子
供
濯
に
あ
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る
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ど
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国
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製
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多
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か
じ
め
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だ
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徹
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し
た
地
域
の
管
理
に
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わ
れ
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才
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つ
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す
る
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.
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蓋
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ど
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1
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湿
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明
白
州
事
呈
の
拐
捨
で
ぎ
る
主

J

ユ
ー
ス
、

-
升
ぴ
ん

ピ
1
ル

一

は
、
一
市
町
司
.
基
唱
.
同世
韮崎
一時
ニぴ
ん
主
ど
士
愛
用
電ど
な
い
ζ

と一

海
副
&
固
な
ど
の
亙
体
が
一
せ

い
-3

諮
れ
巴
b
b
か
る
よ
う
に
一

訪
苓
を
付
う
場
合
ピ
け
で
.
ニ
「
蕎
」
「
割
」
の
究
字
ま
た
は
一

枚
温
ま
が
沼
々
巴
使
湖
《
所
持

A
2
?
?白書
J
V

て
お
く
4
と
.

一

ず
る

F
Z
7
3
ず
る
ニ
と
は
で
-4

毒
性
心
強
い
聾
彊
は
、
共
↑

ダ
ま
せ

ん

.

=

同

で
管
理
す
る
よ
う
に
す
る
こ
一

2
1

d
t
ど
で

こ
り
製
剤
を
畳
一
と
も
-
つ
心
方
法
で
す
.
一

号
凶申
告
で
も
、
徹
布
の
E
時
a
-
【敗
布
す
る
と
ぎ
む
淀
軍
】

一

主同
唱を
公
示

T
る
ほ
か
互
認
の
=
1

議
官官
時
四
服
装
怯
完
主

ι
一

H
M

池
清
司
員
白
指
罫
で
行
な
h
-

す
る
4
と
s

一

な
7
1
ば
ぽ
η
ま

せ

ん

@

-

2

子

供
字
軍
畜
を
樫
煮
え
場
一

特
に
J

山
富
寂
い
t
い
由
は
‘
一

か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
.

一

有
機
暗
製
剤
江
皮
ふ
か
ら
も
浸
一
一

3

薬
剤
を
障
に
か
ぶ

b
な
い
一

と
一一
句
レ
て
、
巾
奮
を
怠
し
ま
す
一
よ
う
に
思
か
み
か
ら
抱
布
す
一

し
ま
た
掬
布
在
A
R
震
性
が
持
続
一
る
こ
と。

一

し
ま
す
か
ら
、
少
ーな
く
と
も
二
4

仕
掛
臨
む
と
き
も
而
到
が
ら
一

週
間
は
拘
布
増
域
に
立
入
る
こ
一
d
T

E

手
や
窓
会
洗
う
こ
と
・
一
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唱
釦
二
十
七
平
巴
携
行
さ
れ

た
住
民
登
禄
法
は
、
今
主
で
ち

ょ
う
ど
IT一
牢
自
に
当
り
ま
す
が

二
十
じ
年
当
時
一
斉
渇
査
3
上

告
成
し
て
か
ら
今
ま
で
棺
当
。

-停
勤
を
し
て
居
句
ま
す
が
持
制
一
六
月
七
日
は
計
量
記
全
日
で
す
一
ツ
ト
ル
下
さ
い
」

一
未
層
白
た
め
事
買
と
担
当
の
案
一
正
還
の
日
常
生
活
に
お
い
て
畏
一
と
、
は
っ
き
り
言
い
主
b
ょ
う

一
い
が
あ
り
、
z
-
4

安
計
及
品
プ
t

悼
積
、
重
さ
、
時
油
、
温
一量
自
由
は
っ
き
り
琵
示
し
て
晶

玉

貨
品
専
の
さ
犯
と
な
る
比
一員
一
豆
、
さ

c
、
宮

山
、
密
度
な
と
一る
5
ニ
品
を
買
い
ま
し
ょ
う
.

一束
で
す
か
ら
、
本
呈
皮
に
於
て
で

も
の
の
量
士
仲れる
こ
と
は
非
一商
売
用
と
し
て
使
用
す
る
計
量

一己
れ
ら
王
濯
な
も
?
ぞ
備

え
る
一常
L
争
く
重
要
な

こ
と
で
あ
り
一器
で
グ
ラ
ム
と
匁
、
メ
ー
ト
ル

一ベ
〈
品
戸
別
に
訪
問
し
ま
謀
略

ま
ず
由
で
.
こ
の
法
律
の
公
布
一と
尺
と
い
う
よ
う
よ
う
に
両
宏
一

一
読
主

に
つ
い
て
調
査
十
る
予
定
さ
れ
た
六
月
七
日
を
主
主
章
一
白
目
盛
白
つ
い
た
計
量
器
は
旦

一で
す
か
ら
係
員
白
書
上
の
際
は
一
日
と
き
め
全
箇
耳
目
が
計
量
の
文
一和
三
七
年
-
月

一
日
か
h
使
用
一

一
格
別
白
銅
協
力
を
街
頭
い
い
た
-切
さ
を
認
議
す
る
日

と
し
て
い

一禁
止
に
な
り
ま
す
.
こ
白
よ
ラ
一

τま
す

。

一

ま

す

ι
食
品
、
進一
J
、
八
百
屋一
な
計
電
器
は
お
そ
く
と
も
本
年
一

j
i
l
-
l
i
l
l
1』

7

魚
、
汽

呉
服
庄
一
な
ど
で
も
一中
に
メ
ー
ト
ル
法
白
目
盛
に
な
一

防
衛
庁
で
は
昭
和
三
十
六
軍

三
亭
明
工

約
一

、
回
O
O名
一
必
ず
三
グ

ラ
ム
下
さ
い

一
ユ
お
し
ま
し
ょ
う
・

一

度
第
二
次
自
晴
官
の
募
集
を
行
↑

十
月
上
旬

一何
メ
ー
ト
ル
下
さ

い

」

「

何

リ

一

山

な
っ
て
お
り
ま
す
。

一@
応
募
責
福

一

l
l
i
l
i
-
-
il
l
i
t
--

-

1

1

1

1

1

1

一

。
器
用
予
定
人
員
と
入
隊
予
定

7
t
m特定
書
出
で
九
月

一
日一

圃
「

J
・

0

-
一

三

期
日

一現
在
で
十
八
才
以
上
二
十
五
才一

.
1
1

・

汽

/

-

一

竺
‘

二
等
陸
土

約

五

、

0
0
0名
↑未
認
の
日
本
国
耳
目
男
子
で
あ
一

L
J崎
、

次

帆〆

J
i
-
-
?
4記

入
月
中
旬
1
十
月
上
町

一れ
ほ
譜
で
も
結
構
で
す
・

一

ー

し

己

点

三

M
h出
品

村

一
げ司

で

町

二
等
海
士

約

一
.
五
O
O
名
一学
涯
は
問
い
ま
せ
ん
。

一

品

』

ιf

ノ
/
命
表
ケ
f

J

圭

一

ι

入
耳
下
司
1
九
4
門
て
苛

一@
受
付
諸

問

一

一

ト

T

h

a

i

〈

V

L
F

t
1仁

が

一

4

竺

一一一
什
対

日

抗

日

認

可

両

ぱ

議

氏

、

L
4
8
4
-

醤
一
g
受
付
期
匂
出
向
て

eEか一
イ

J

-a
)
V
〕

詞

一
i
t

i

謹
一
連
追
認

で

書

受
付
け
ま
す
吋
一
h

a

L

S

自

v
p〆4
J

/

、輔

さ

同

色

@
士
一長

手
続

-
E
園田昌
a

1

パ

'rMミ
/

』
司
一

一!手

議
一
勾
役
員
又
は
管
内
辻
自
喜
一
刊
号

1

づ
L

lili
-
-l
¥
附

F
一一

-Z

錨

一言

望

書

却

に

著

書

i

h

w

m

L

噴

出

一
程
一
葦

諮
死
一
え
て
あ
り
書
官
主
主
人
の
一

品

川

U

T

題

ー由

員

三

p
f

同国
王
主
円
切
手
を
添
え
て
役
場
又一

+
t

r一FJ
副議

-4
一等

週
一
は
郵
送
で
結
権
で
す
。

一
い
出

知

山

純

計

制

b

ご

盤

面

試

数

一

刊

符

t

d

1
'

噌

3
1
i芸
l

a
ir
-z
F
計
四

一，

総

一

三
十
六
年
六
月
-
日
か
ら

一
』
4
4

回
目

h
H一
:
、

同
公
一
山
口
一
〉
一
h
t
r

魁

Z
E
E-一十一
閉
ま
で
一

e議
会
以

謀

議

開.評

議
一
の
閣
に
行
い
ま
す
.

一

心

i

l

醐

i

f

t

-

z

一

+

!

一一，
F

g
↑以
上
詳
箱
に
つ
い
て
は
役
場
阜
市

即時一
沼田
一円

、

F

i戸

u

r

--
F

-一一一

語

-
E
H
係
ま
で
箇
問
い
合
せ
下
さ
い
-
i
iー

ι

J

一

!
i

f

1

1
!
 

御協力下さい

6月1日-7月 158まで受付

F
1
0

、1
a

I
R
i
-
-
3
1
1
f
 

一
-ι

、p-
-
-
J
u
r

， 

住民登録実態調査

あ
な
た
の
生
活
に
計
量
を

仁
F
F
L
P

十

『J

ムぽま
ず
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明代一交
一
が
ι

町
で
は
、
町
内
中
小
企
章
者
の
二
弓

手

続

世

下

rL

育
成
並
に
経
営
白
白
合
理
化
を
促
ι

こ
の
制
度
に
よ
る
融
衰
の
申
一

一

2
1
R

進
し
そ
の
径
済
的
地
位
の
向
上
一

込
は
今
金
町
商
工
全
に
所
定
一

一

師
ぬ

と
事
業
運
営
の
き
礎
と
な
る
金
二
の
借
入
串
弘
普
及
び
必
要
笹
一

4
R
HU

融
白
岡
山
間
化
を
図
る
た
め
町
内
一
類
を
提
出
し
今
金
商
工
会
よ
一

守

3
r
n

金
融
指
慌
の
協
力
を
仰
き
、
こ
一

り
金
融
擁
関
に
申
込
む
も
の
一

四
山
乍
ur

白
磁
官
制
度
を
置
け
て
お
η
ま
一
と
す
る
・

一

時
刊

"d

す
.
こ
の
制
度
白
あ
ら
ま
し
は
一回
、
そ
白
他

一

日

引

右

次
由
通
り
で
あ
り
ま
す
白
で
御
一

そ
の
他
白
棺
践
は
今
金
町
役
一

一
↑
苫
リ

希
望
白
向
は
利
用
さ
れ
る
瞳
寄
一

場
及
び
商
工
金
に
お
い

て
行
一

.
卓
抜

e

知
ら
せ
し
ま
す
.

一

い
ま
す
.

一

て

融

資

白

対

象

一

I
l
l
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

・・
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
一

O
L
u
g
o
b-
o
o
b・

そ

三

十

人
以
下
日
会
社
又
一

9

、，、£
d
F

〆

、

，

‘

3

は

人

て

町

内

に
=
一
年
以一

品

/

話

/s-Etp
・4
守

上
居
住
し
独
立
し
て
事
量
所
一

o
o
o
b-
be

又
は
庖
舗
を
有
し
同
一
事
業
一

〉

を
引
続
き
一
年
以
上
営
む
も
一

や

っ

て

き

た

由
(
但
し
遊
襲
候
楽
不
急
の
一

豪
語
を
除
〈
)

一

こ
と
し
も
ま
た
火
災
白
多
〈
発
一
ま
た
、
幸
先
き
は
火
足
の
連

2
町
税
を
完
納
し
て
い
る
も
の
一
生
す
る
シ
i
ズ

ν
に
な
り
ま
し
一
い
辛
節
で
す
か
ら
、
ひ
と
り
で

又
は
三
ヶ
月
以
内
に
完
納
謹
一
た
.
春
は
畏
い
冬
ご
も
り
の
生
一
も
み
消
そ
う
と
す
る
と
と
は
恩

実
な
る
計
画
を
有
す
る
も
の一
活
か
ら
解
散
さ
れ
て
気
が
ゆ
る
一
わ
ぬ
大
事
に
な
る
原
因
で
す
@

二
‘
貸

付

白

条

件

一

み
が
ち
で
す
.

一
火
災
が
暁
生
し
た
ら
家
族
や
隣

1
貸
什
宣
誠

一
口
武
拾
万
以
内
一

4
の
聞
に
使
っ
た
見
ト
1
プ
一
近
読
の
応
探
を
求
め

二
制
も
早

2
安
全
日
使
途
企
業
運
転
資
金
一

阜
、
贋
簡
も
取
り
は
ず
す
時
婦
が
一〈
消
防
蝿間同
聞
に
通
報
し
て
小
さ

3
期
間
九
十
日
以
内
但
L
必
要
一
近
い
ま
ま
毘
措
除
や
点
検
を
怠
一
い
う
ち
に
消
火
す
る
よ
う
に
し

E
応
じ
て
百
八
十
日
以
円
一
っ
た
り
、

大
の
続
ぞ
取
灰
な
ど
一
ま
し
ょ
う
.

A

崎
市
低
保
証
人
、
原
則
と
し
て
一の
わ
ず
か
な
火
者
を
あ
な
ど
る
一

火
災
を
全
〈
な
く
す
る
こ
と

担
問
を
υ

必
要
と
す
る
が
.
止
一
こ
と
は
た
い
へ
ん
危
険
で
す
か
一
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い

こ
と

む
を
得
な
い
場
合
は
貸
出
金
一

b
十
指
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一で
し
ょ
う
が
.
わ
た
〈
し
た
も

酷由
民
腐
の
認
め
る
連
害
保
証一
特
に
火
災
警
報
が
出
さ
れ
た
と
二

人

一
人
白
注
意
に
よ
っ
て
こ

人
ニ
名
以
上
を
鉛
す
る
こ
と
一き
は
、
非
常
に
危
険
度
白
高
い
一
の
火
県
多
発
期
か
穏
や
か
に
過

に
よ
り
担
保
を
免
除
す
る
こ
一
と
き
で
す
か
ら
.
大
気
白
取
り
一し
た
い
も
の
で
す
.

と

円

か

で

き

る

。

一

扱

い

の

注

意
は
も
と
よ
り
不
要
一

5
貸
付
朝刊宇
部
途
定
め
る
企
画
圏
一な
火
の
使
用
は
つ
と
め
て
議
け
一

償
闘
の
貸
付
利
率
と

す

る

る

と
と
が
必
要
で
す
.

毘
金
熊
に
自
穿
名
誉
総
裁
息
后
一

よ

ろ

己

ぴ

陛
下
と
名
誉
回
民
哉
の
秩
史
富一

五

月

の

か

な

し

み

高
経
両
妃
隠
下
、
及
び
島
津
田
-よ
ろ
こ
び

'

赤
社
畏
白
翻
来
場
を
毅
幸
、
北
一
新
栄
町
塩
崎
研

一

二

男

梅
道
支
部
社
員
大
会
を
開
催
畠
一

明
人

后
陛
下
よ
り
買
部
名
分
区
町
村
一南

町

久
保
田
庄
一
二
女

民
に
対
し
今
桂
の
協
力
vh
つ
い
一

浩
子

て
特
別
の
鶴
こ
と
ば
を
賜
り
ま
一住

吉

西

国

春

夫

二

男

し
た
.

一

博
覧

当
分
区
と
し
ま
し
て
も
今
年
一
旭

台

本

田

正

雄

畏

女

4.

の
社
貨
の
目
療
を
近
〈
各
部
落
一

正
飯

町
内
全
長
を
通
じ
て
皆
犠
に
毎
一
人

'東
一
宮
村
信

一

畳

女

協
力

顧

い

ま

す

の

で

格

罰

金

御

一

智

子

抽出
費
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
一
入

東

谷

崎

正

餐

男

な
お
.
=
一
十
五
年
度

当

分

区

一

浩

到

の
社
費
は
五
万

一
千
円
集
ま
り
一大

和

町

遺
藤

茂

唖

男

事
務
と
し
て
日
赤
軍
庭
古
盤
法
一

洋
一

白
器
官
を
三
円
間
開
催
し
.
ま
一神

丘

河

田
啓
二

長
女

た
道
支
部
よ
り
‘

へ
き
地
校
に
一

真
弓

対
し
友
愛
物
置
を
多
数
百
掠
L
一花

石

阿

部

邦
雄

畏

男

て
居
り
ま
す
と
と
も
忽
知
ら
せ
一

位
也

い

た

し

ま

す

.

一

御

影

土

弁
務
辛

畢
男

一

立
忌

一東
雲
町

小

池

三

郎

量

男

r

直
之

新
栄
町

吉
井
安
議
長
女
笹

本

町

岡

島

政

信

長

女典
子

白

石

松

坂

留

吉

田

女優
子

大

掃

除

事

後

指

導

日

程

地

区

一

月

臼

一

立

金
集

合

場

所

一

鏑

日

量

一六

月

十

二

旦

小

・
申
学
校

一

実
利
河

一
H

十
三
日一

飯
合
皆無宅

一

花

石
一

u

十
四
日一

H

一

中

里

一

w

十
五
日
一
小
、
中
学
校

一

種

川

一

w

十
六
日

一

組

合

長

宅

一

呉
越
川
一

M

十
七
旦

光
川
小
学
校

一

入

東

一
H

十
九
日
一
小
‘
中
堂
-
校
一

金

原

一
H

二
十
旦

滝

沢

商
庖

一

神

丘

一
H

二
十
一

日
一
小
、
中
望
校

一

豊

回

一

w
二
十
二
日
一
小
中
学
校
一

再
企
毘
村
-

n
二
十
三
日一

組
合
畏
宅

一

住

吉

一

H

二
十
四
日
一
小
中
学
校

一

寸

4

日

進

、
旭

-

同

一

円

一

円

上
稲
窃
下
稽
慈
、
上
国
代
、
頚
川

一
円

光
台
.
稲
川
高
台
古
む

一

円
、
南
田
代
吉
む

金
原
一
円

-
h

マ
V

ケ
シ
、
下
ト
マ
Y

ケ
シ
、

中
ト

マシ
ケ
シ
.
鈷
間
臭
齢
岡
、
神
丘
一
円

春
日
井
、

豊

田

一

円

御
器
、
豊
受
、
南
畳
受
.
男、
昇

一
円

一

回リ

台

か
な
し
み

英

利

河

大

塚

民

子

宮

島

高
野
盛
次

日

進

関

谷

川
志
か

柳

町

伊
藤
己
吉

稲

穂

山
中
徳
太
郎

金

原

小

田

島

梓

シ

栄

町

山

下

米

蔵

旭

町

由

悼

ス

ケ

緑

町

田

中
千
代
子
'

御

鹿

島

笹

川
主
つ

齢

関

盟

国

本
左
馬
之
助

r'一
時
d

，

恒 日
lき 赤
l品 募
i去っ金
，金 し、に
!霊v• 

lLL 
fに畠おい
i去后りて
jる 両 ま は

1王陛す幸
，月下が害
!この 、毎
十鶴本 協
玉来年力
日道 I!式
札を ‘虫、
帳機 買い
市会窪 て

新
ら
し
い

中

小

企

業

融

資

制

度

長期放行者・出稼の方に

修
学
白
た
め
他
市
町
村
に
住
詩
書
』
巴
今
ま
で
使
用
し
て
い

ん
で
い
る
学
生
児
対
し
て
は
.

る
被
保
険
者
証
を
添
え
て
国
保

別
巨
被
保
険
者
証
を
交
付
し
て

係

え
申
し
出
て
下
さ
い
.

お
り
ま
し
た
が、

今
度
は
直
に
な
お
、

喪
期
白
銀
行
及
び
出

産
期
按
汗
者
等
に
対
し
て
別
白

昔

、
出
穣
が
終
了
し
て
帰
っ
た

被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る
よ
と
き
は
‘
置
ぐ
に
特
別
被
保
険

う
に
な
り
ま
し
た
。

者
証
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

被
保
険
者
が
、
畏
期
の
依
行
な
い
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
.

出
強
、
又
は
出
謀
、
そ
の
他
白

こ
の
場
合
弘
家
族
全
員
由
記
絵

理
由
に
よ
っ
て
、

住
所
を
甚
期

さ

れ

て
い
る
被
保
品
開
者
鉦
を
同

に
亘
っ
て
離
れ
る
場
合
に
は
、

時
匡
観
持
宰
下
さ
い
.

今
ま
で
の
と
は
別
な
特
別
保
険
{
特
別
賞
保
険
者
証
交
付
申
情

者
証
を
を
付
し
ま
す
か
ら、

以

書

は

国

保

係

巴
備
え
て
あ
り

上
回
線
な
事
情
に
該
当
す

る

方

ま

す
V

は

『特
別
被
保
険
者
証
交
付
申

一 一一-


